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本技術のアピールポイント

新技術の概要
データセンタや基地局のエッジコンピューティングリソースを有効活用する
ため、EthernetパケットのLayer2ラベルを生成して、これをもとに光スイッ
チの経路制御を行う。

5G以降の高速大容量無線ネットワークにおいて、複数のエッジコンピュータや
データセンタのリソースを有効活用し低遅延・高速な信号の処理を実現する。

• EthernetパケットのPayload部分を光のままスイッチ
イングすることにより、低遅延・低消費電力化が実
現できる。

光ネットワークの経路制御方法
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新技術の概要

5G以降(Beyond 5G)の無線ネットワーク構成では、エリア内の端末を収容する基地局は、光
ノード（O-Node）を介して隣接する基地局とマルチコアファイバ（MCF）で接続され、通信
トラヒックだけでなく、隣接基地局のエッジコンピュータ（EC）やデータセンタで処理される
信号もやり取りする。

図１．Layer2ラベルと光スイッチ（O-SW）制御信号の生成

図２に本発明に
よる光ノード構
成を示す。ラベ
ル情報をもとに
光スイッチ
（O-SW）1-4
を制御すること
で、様々な信号
経路を設定でき
る。

図２．本発明による光ノード（O-Node）構成

本発明では、データセンタや各
基地局のECリソースを有効活用
するため、データを分散処理す
ることを想定し、下流からECに
送られる信号の取り込みと、隣
接EC・データセンタへの転送に
かかる遅延を低減するため、
EthernetパケットのLayer2ラベ
ルを生成して（図１）、これを
もとに光スイッチ（O-SW）の経
路制御を行う。

光ノードの構成
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